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（訳注）この文書は、上記時点の「DB2 and IBM’s Value Unit Pricing」を翻訳したもの

です。翻訳内容に疑問のある場合や最新の情報は、こちらでご確認ください(英語)。 

http://www-128.ibm.com/developerworks/db2/library/techarticle/dm-0611zikopoulos2/  

2006 年の第 3 四半期に、IBM software group（SWG）は、そのプロセッサー・ベースの料金設定

の変更を発表し、Value Unit（VU）という料金設定の概念を導入しました。この発表以前は、お

客様は DB2®に配置しようと計画するプロセッシング・コアの数を加算し、それに料金を掛けて

いました。しかし、マルチ・コア・プロセッサーの導入と、この市場の急速な変化により、混

乱が生じ、お客様もベンダーも「プロセッサーとは何か」について疑問を抱くようになりまし

た。この記事では、新しい Value Unit という課金単位を使用して DB2 for Linux®、UNIX®、and 

Windows®をライセンスする方法と、さまざまな日常的なシナリオについて説明しています。 

はじめに 

VU 単位の料金設定（正式にはプロセッサーValue Unit または PVU という料金設定）を理解する

には、DB2 の全般的な料金設定に関して多少の予備知識を得ると役立ちます。特に、DB2 では

次の 2 つのライセンス測定基準を設けています。 

• 1 つはユーザー単位の課金単位で、 

• もう 1 つは、プロセッサーにもとづく課金単位です。 

ユーザー単位のモデルでは、その名前が示すように、DB2 を使用するユーザーの数をカウント

し、その数にユーザー1 人当たりの料金を掛けて、ライセンス・コストを決定する必要がありま

す。この料金設定モデルは、特に、データベースのサイズに比べてユーザー数が少ない企業や、

これと同様の方法でライセンスされるアプリケーション・ソフトウェア（SAP など）を実装する

環境にとっては魅力的です。DB2 9 では、ユーザー単位の料金設定は、DB2 Express、DB2 

Workgroup、および DB2 Enterprise の各エディションや、開発専用の Database Enterprise Developer 

Edition で利用できます。 

それに対して、プロセッサー単位の料金設定では、DB2 ソフトウェアが稼働している各プロセッ

サーをカウントし、プロセッサー1 台当たりの DB2 の料金を掛けて、最終的なライセンス・コス
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トを決定する料金設定方式です。このモデルは、データベースのサイズに比べてユーザー数が多

い企業や、エンド・ユーザー数をカウントするのが難しい環境（Web ベースのアプリケーション

など）にとって魅力的です。それは、このライセンス方式では、ユーザーをカウントしたり「把

握したり」する必要がないからです（ライセンスの観点から）。プロセッサー単位の料金設定の

もう 1 つの魅力的な特徴は、新たに社員が雇用されても、新入社員がそれぞれライセンス資格を

持つ必要がないことです。このため、ユーザーの管理票を維持する必要がなくなるため、ライセ

ンス管理コストの削減につながります。 

この記事では、プロセッサー単位の料金設定のみに焦点をあて、VU によってライセンス・コス

トの計算方法がどのように変わるかについて説明します。DB2 ファミリー製品の分散エディショ

ンで使用可能な機能、ライセンス、および拡張性オプションの詳細については、「Which DB2 9 

edition is right for you? (最適な DB2 9 のエディションを選択するには)」を参照してください。 

新しい料金設定の採用の経緯 

デュアル・コア・チップが導入される前は、シングルコア・プロセッサーしかなかったため、プ

ロセッサーとは何かということは問題になりませんでした。このため、プロセッサーに基づくラ

イセンスは、理解しやすく、管理しやすいものでした。4 つのプロセッサーから構成されるシス

テムがある場合は、4 つのソフトウェア・ライセンスが必要でした。 

2000 年 10 月、IBM は、その Power プロセッサーに非常にスケーラブルな新型のデュアル・コ

ア・マイクロプロセッサーを採用しました（Power4 シリーズは、IBM によりリリースされた第

一世代のデュアル・コア・プロセッサーです。このプロセッサーは以降に Power5 に切り替えら

れ、現在は Power6 が計画されています（訳注）2007 年 5 月に発表）。現在、これらのチップは

IBM の System i および System p サーバーで使用されています。これらの Power チップ（その

アーキテクチャーにより、RISC ベースと呼ばれることが多い）は、1 つのチップ（コンピュー

ターのマザーボードに装着される）に 2 つのコアを実装することにより（2 つの回路が別々に計

算命令を実行する）、テクノロジーを一新しました。デュアル・コア・プロセッサーの例を以下

に示します。 

図 1. デュアル・コア・プロセッサー 
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デュアル・コア・チップの利点は、パフォーマンスが向上し、消費電力を低減できるだけなく、

シングル・コア・チップのクロック・スピードが高くなるほど増大する熱を低減することができ

ることです。デュアル・コア・チップも密度が高くなっています。つまり、この 2 つのチップが

同一のフォーム・ファクターに基づいているので、デュアル・コア・チップの物理要件はシング

ル・コア・チップに従っています。デュアル・コア・チップは、シングル・コア・チップより消

費電力も HVAC（換気空調設備）要件も低いので、環境に対してよりやさしいといえます。この

ほかに、キャッシュ・メモリー周辺からもパフォーマンス上の利点が得られます。 

これらの第一世代の Power デュアル・コア・チップ上の各コアは、以前のプロセッサー上のシン

グル・コアよりも高速です。同じチップ上にこのような高速のコアを 2 つ搭載することにより、

お客様は、その新しい「プロセッサー」（マザーボード上のソケットに差し込む物理チップ）の

パフォーマンスが従来の 2 倍以上に向上していることがわかります。ユーザーはチップ上の 2 つ

のコアの恩恵をフルに得ているため、IBM は、プロセッサーをコアとして定義すべきであると判

断しました（したがって、デュアル・コア・プロセッサーは、ライセンスの観点からは、2 つの

プロセッサーとみなされます）。その後すぐに、Sun、Intel、AMD などの他のハードウェア・ベ

ンダーもマルチ・コア・プロセッサーをリリースして、追随しました。 

残念なことに、一部のハードウェア・ベンダーは、コア数に関係なくプロセッサーとしてマザー

ボードに装着されるシリコンに言及して、マーケティングに混乱を引き起こしました。ここでの

マーケティングにおける利点がお分かりのことと思います。IBM は 8 つのプロセッシング・コア

を備えたサーバーを 8Way サーバーと呼びますが、他のベンダーは 4Way（それぞれ 2 つのプロ

セッシング・コアを持つ 4 つのデュアル・コア・プロセッサーを持つため）と呼びます。さまざ

まなベンチマーキング組織は、このような混乱を解決するための方針を決め、IBM と一致した

サーバー・キャパシティーの報告に関するルールを実施しています。たとえば、Standard 

Performance Evaluation Corporation (SPEC) は、すべての結果をコア単位で報告するよう義務付け
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ており、Transaction Performance Processing Council (TPC) もその公開レポートの中でコアの総数

を報告するように義務付けています。 

このようなデュアル・コア・チップをライセンスするには、お客様はコアの数をカウントして、

1 プロセッサー当たりの料金を掛けていました。従来の他ベンダーの呼び方にしたがったお客様

が「4Way」デュアル・コア System p サーバーを所有していれば、8 つのプロセッサー分の DB2

ライセンスを取得する必要がありました。しかし、Intel と AMD から x86 デュアル・コア・チッ

プが導入されたとき、そのプロセッサーのパフォーマンスは Power5 とは異なり 2 倍ではありま

せんでした。Intel と AMD は、1 つのチップに 2 つのコアを搭載することによりパフォーマンス

を向上させましたが、それにより、シングル・コア・チップの 2 倍のパワーが得られるわけでは

ありませんでした。この時点で、マーケットでは、すべてのデュアル・コア・チップは同じよう

に設計されているわけでないので、同じ方法でライセンスするべきではないと考えられるように

なりました。また、最近、x86 クワッド・コア・チップが発売されましたが、第一世代で、デュ

アル・コア・チップ上のプロセッシング・コアの数だけ高速化されるとは一般に考えられなく

なっています。ただし、x86 クワッド・コア・チップは、期待も含めて、確実に高速化する可能

性があります。 

実際に、IBM は 2005 年にこの考え方を反映して、x86 デュアル・コア・チップをライセンスす

る際には、実質上 1 プロセッサー・コアにつき半分のライセンスを購入するか、または実質上 1

ソケットにつき 1 つのプロセッサー・ライセンスを購入する必要があるという方針を発表しまし

た。これらのサーバーの高速化は約 30%（誤差あり）であり、Power ベースのプロセッサーのよ

うに倍になっているわけではないことは確かです。 

注：Intel が各シングル・コア・プロセッサーにあたかも 2 つのプロセッサーがあるかのように見

せかけるハイパースレッディングを導入したときも、パフォーマンスの向上は約 30%でし

た。パフォーマンスが 2 倍にはならないため、IBM は仮想プロセッサーの変更は一切行っ

ていません。 

その時点で IT ソリューションの調達をさらに複雑にしていたのは、ソフトウェア・ベンダーの

大半がコア単位で課金し、ハードウェア・ベンダーの大半がチップ単位で課金していたため

（チップを半分ずつ販売できないため）、市場にさらに大きな混乱を招いていたという事実で

す。 

それは混乱と呼ぶほどでないとしても、2006 年の中頃（VU の概念が発表される前に）、Sun が

T1000/T2000 "Niagara" サーバーに搭載したクワッド・コア(4 コア)、ヘキサ・コア(6 コア)、およ

びオクタ・コア(8 コア)のプロセッサーを導入したので、マルチ・コア市場はさらに複雑になり

ました。これらのプロセッサーは、パフォーマンスを追及するのではなく、パフォーマンスに関

連したエネルギー効率を向上させるために設計されました（実際に、Sun のこれらのサーバーの

広告では、データベース・サーバーをその主なアプリケーション・セットの一部としては含めて

いませんでした）。ポイントは、今日の市場では、さまざまな特性を持つさまざまな種類のマル
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チコア・プロセッサーがあるということです。つまり、2 倍のパフォーマンスを提供するもの、

大幅にエネルギーを節約するもの、その中間を指向しているものなどさまざまなマルチコア・プ

ロセッサーがあります。実際に、プロセッシング・コアの進化は、新しいものに対するニーズの

前兆となっています。 

未来を展望し、さまざまなベンダーから発売される、さまざまなパフォーマンス特性と価値ある

提案を備えたマルチ・コア・プロセッサーを考慮すると、このような矛盾を解決する方法がなけ

ればならないと思われます。結局、30%しかパフォーマンスが向上しないデュアル・コア・プロ

セッサーのために 2 つのライセンスを購入しなければならないのは、公正さを欠いていると思わ

れます。また、パフォーマンスを 200%（またはそれ以上）向上させるデュアル・コア・プロ

セッサーに 1 つのみのライセンスの支払いで済むのは、不公平であると思われます。VU 方式

は、多種多様なプロセッサー・アーキテクチャーから得られる価値を共通化して、利点を標準化

し、稼働するソフトウェアと対応させ、公正な課金単位を提供するために使用されます。 

新たな課金単位 Value Unit（VU） 

2006 年の第 3 四半期に、IBM SWG (Software Group)は、統一されていないプロセッシング・コ

ア・ベースの料金設定の変更を発表し、VU による料金設定の概念を採用しました。この発表以

降、この新しい VU という単位を使用して分散 DB2 データ・サーバーのライセンス制限を解釈

し、ライセンスを取得することになりました。たとえば、DB2 データ・サーバーをユーザー数に

制限なくライセンスするには、VU という課金単位を使用する必要があります。 

VU は、さまざまなハードウェア・ベンダーからのコアを区別するために使用する課金単位で

す。IBM は、現在市販されているプロセッサーを、それぞれのプロセッシング・コアに対応付け

された VU の数に割り当てる IBM SWG Value Unit table を維持しています。このテーブルは、

メーカーが新たなチップ・アーキテクチャーに基づく製品を販売するたびに、継続的に更新され

ます。実際に、IBM SWG は、これらのチップ・ベンダーと緊密に協力して、新しいプロセッ

サーが市場に投入される前にそのパフォーマンスの利点を把握しています。IBM SWG の VU

テーブルを使用してサーバー上の 1 コアあたりの VU 値を導き出し、サーバーのコア数に乗じて

VU の合計数を決定します。そして、サーバー上の VU の合計数（サブキャパシティー料金設定

が使用可能な DB2 製品を購入する場合を除く）に、ライセンスする製品の 1 つの DB2 当たりの

VU 料金を掛けて、ライセンス料金を算出します。 

VU によるライセンスの例 

プロセッサーの従来の料金設定と VU による料金設定との対応関係を理解するためには、2 つの

モデルを比較してみるのが一番です。この記事の執筆時点では、以下の表の換算率はプロセッ

サーとコアの比率（VU という用語が現れる前によく使われていた）に対応しています。ここで

は、これらの比率のベースを 100 にしています。次の文章を、よくお読みください。つまり、

DB2 ソフトウェアのために実際に支払う料金は、VU の発表後も変わっていないということで
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す。ライセンスのコストを実際に計算するために使用する枠組みだけが変わりました。（訳注：

VU のルール発表後に登場の新プロセッサーは、VU 換算でソフトウェア料金が計算されるので

VU 発表前との料金比較はしません。） 

図 2. 2006 年 12 月現在の IBM SWG Value Unit テーブル 

 

注：このテーブルは、実施例を分かりやすく示すために便宜上提供しているものです。最新の VU

換算率については、IBM SWG VU table を参照してください。 

http://www-142.ibm.com/software/sw-lotus/services/cwepassport.nsf/wdocs/pvu_table_for_customers  
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(訳注) この文書執筆後の 2007 年 5 月に発表された POWER 6 の VU 値も、上記ページにて追加

掲載されています。 

このテーブルは、エンタイトルメント・ビューとアーキテクチャー・ビューの 2 つの部分に分か

れています。エンタイトルメント・ビューは、ベンダー別のコア（およびチップ上にあるコアの

数）に対する VU 数を一致させるために使用します。アーキテクチャー・ビューは、コアのアー

キテクチャー（x86 など）に基づく同じ情報を判別するために使用します。 

また、この記事の執筆時点では、前述のテーブルの換算率は、馴染みのある従来のプロセッサー

とコアの比率に対応しています。ここでは、これらの比率のベースとして 100 を使用していま

す。たとえば、VU 方式が導入される前は、デュアル・コアの AMD プロセッサーは、そのパ

フォーマンスの利点が 2 倍ではなかったため、1 つの DB2 のライセンスが必要でした。IBM 

SWG VU テーブルでは、１つのデュアル・コアの AMD プロセッサーを備えたサーバーは 100 

Value Unit（1 つのコア当たり 50 VU）が必要です。2 つのデュアル・コアの AMD プロセッサー

を備えたサーバーの場合、DB2 ソフトウェアをライセンスするために 200 Value Unit を購入する

必要があります。つまり、（プロセッサー2 個 ×（50 VU × 2 つのコア））= 200 VU となりま

す。それに対して、より高速のデュアル・コア Power5 プロセッサーでは、AMD ベースのデュア

ル・コア・プロセッサーよりも高いパフォーマンスが得られます。したがって、VU 方式が導入

される前は、チップ上の各コアにフルのプロセッサー・ライセンスが必要でした。つまり、2 つ

のデュアル・コア Power5 チップを備えた System p サーバーの場合、4 つの DB2 プロセッサー・

ライセンスを購入する必要がありました（プロセッサー2 個 × 2 つのコア = 4 つのコア）。VU

方式が導入される前から換算率は変更されていないため、その換算率に従って１つのデュアル・

コアの Power5 ベースのプロセッサーは 200 VU（1 つのコア当たり 100 VU）を必要とします。こ

れは、前のパラグラフの AMD デュアル・コアの例の 2 倍に相当します。2 つのデュアル・コア

Power5 プロセッサーを備えたサーバーの場合、400 VU 相当の DB2（100 VU × 4 つのコア = 

400 VU）が必要となり、前のパラグラフの AMD デュアル・コアの例の 2 倍の VU に相当しま

す。 

VU は、ライセンスを制限するためにも使用されています。つまり、DB2 製品が DB2 Express の

ように 200 VU に限定される場合、上記の IBM SWG VU テーブルを参照すると、200 VU 以内の

サーバーに DB2 Express をインストールできます。たとえば、DB2 Express は、以下のサーバー

にインストールできます。 

• 2 つのデュアル・コアの x86 AMD ベースの Opteron チップを備えたサーバー 

• 2 つのデュアル・コアの x86 Intel ベースの Xeon チップを備えたサーバー 

• １つのクワッド・コアの RISC ベースの Power 5 QCM チップを備えたサーバー 

• １つのデュアル・コアの RISC ベースの Power 5 チップを備えたサーバー 



 

- 8 - 

• １つのヘキサ・コア(6 コア)の Sun UltraSparc T1 チップを備えたサーバー 

• その他のサーバーについては、このテーブルを参照してください。 

サーバーから集計される VU の数を決定するのを支援するために、IBM Value Unit Calculator を

「ガイド付きモード」（ウィザードのように機能する）または「上級者向けモード」で使用でき

ま す 。（ 訳 注 ） 日 本 語 版 の Value Unit 計 算 ツ ー ル は こ ち ら で す 。  https://www-

112.ibm.com/software/howtobuy/passportadvantage/valueunitcalculator/vucalc.wss?locale=ja_JP  

このツールの例を以下に示します。 

図 3. IBM Value Unit Calculator の使用例 

 

今日のプロセッサー・コアで使用可能な全パワーによって、次第にお客様はアプリケーションが

システムのトータルの処理能力のサブセットのみに制限されるようにシステムを区画化すること

を望むようになっています。仮想化テクノロジーは DB2 のすべてのエディションでサポートさ
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れていますが、サブキャパシティー単位の料金設定は DB2 Enterprise でのみサポートされていま

す。このような状況では、この目的のために無償で入手できる特別なバージョンの IBM Tivoli 

License Compliance Manager（ITLMC）製品を使用して DB2 ソフトウェアの使用状況をトラッキ

ングして、DB2 ソフトウェアが実行されているパーティションの VU 数をライセンスする必要が

あります。 

以下を検討してください。 

図 4. DB2 サーバーのサブキャパシティー単位でのライセンスの例 

 

図 4 に示すサーバーは、合計で 4 つのプロセッシング・コアを備えた System p サーバーです（2

つのデュアル・コア・チップを備えています）。3 つのコア上で WebSphere Application Server を稼

働させ、残りの 1 つのコアで DB2 Enterprise を稼働させる場合は、System p 仮想テクノロジーを

使用してその１つのコアの VU 数（この場合、100 VU）で DB2 Enterprise をライセンスできま

す。伝統的なフルキャパシティー・ライセンス・モデルでは、DB2 に 400 VU が必要になります

（各 Power5 コアは 100 VU であるため）。 

ここで、図 4 に Power ベースの QCM (クワッド・コア)が示されている場合を考えてみてくださ

い。この場合、DB2 は１コアでのみ稼働しているため、購入する必要があるのは 50 VU のみで

す。これは、新しい VU の概念の潜在的な利点の好例です。ご想像のとおり、1 つのチップ当た

りのコア数はクワッド・コア、オクタ・コアというように増え続けているため、VU の考え方が

導入されなければ、サブキャパシティーによる料金設定もお客様にとって特に有利には感じられ

なかったかもしれません。 

（訳注：x86 でのサブキャパシティーについては、弊社営業担当者にお問い合わせください。） 

結論 

要約すると、DB2 の VU 料金設定には以下のような利点があります 
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• 簡単で公正なライセンス構造をもたらす 

• マルチ・コア・チップに関して端数の生じるライセンスを回避する 

• マルチ・コア・チップに対する課金が多くなりすぎないようにする 

• 柔軟性と細分性を提供する 

• プロセッシング・コア単位でのサブキャパシティーのライセンスを可能にする 

• 将来のための位置付け 

• ソフトウェアのコスト・パフォーマンスを継続的に向上させる 

• VU は、さまざまなコア・アーキテクチャーで稼働するさまざまなデータ・サーバーに適用

できるため、分散システム全般にわたりライセンスを譲渡できるようになる 

• ミドルウェアのライセンスを明確化する 

• 長期にわたり、新しいプロセッサーが相対的なパフォーマンスに基づいて区別される 

• この発表の結果として、既存のプロセッサー上のミドルウェアに対する料金変更は行われ

なかった 

この新しい VU モデルは従来の方法を一変させるものですが、実際は、すぐに利益を得られなけ

れば、変更を望む人はいません（ただし、サブキャパシティーのライセンスでは、この変更に

よってすぐに利益が得られます）。良い点としては、新しい VU という測定単位に関連してソフ

トウェアの料金が変更されることがないことがあげられます。不利な面は、調整期間があるとい

うことです。いずれは、VU モデルも当たり前のものとなり、さまざまな利点をもたらすさまざ

まなプロセッシング・コアが市場に投入されるようになれば、それらを公正かつ消費可能な方法

で利用できるようになります。SWG の VU 料金設定の詳細については、IBM's Value Unit 

Announcement を参照してください。 

（訳注）英語リンク：  

http://www-142.ibm.com/software/sw-lotus/services/cwepassport.nsf/wdocs/pvu_licensing_for_customers  

Value Unit の発表（日本語）：http://www.ibm.com/jp/software/passportadvantage/news060726.html  
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